












要約 

当施設においてサーファクタント補充療法を受けた新生児呼吸窮迫症候群(RDS)児の気道

吸引液中サーファクタントの動態を調べる目的で,サーファクタントのマーカーである

5kDa プロテオリピッド(SP-B,C)と 35kDa アポ蛋白(SP-A),stable microbubble(SM)並びに

飽和レシチン(DSPC)を測定した。本邦で開発されたサーファクタント TAは SP-B,C のみを

含有している。サーファクタント蛋白の測定には酵素免疫法を開発し,SM は Pattle らの方

法に従った。サーファクタント補充群(n=45)ではサーファクタント非補充 RDS 対照群

(n=17)に比べ治療後SP-B,C プールサイズと SM陽性率の高値が認められた。一方,対照群で

は臨床的改善がみられる生後約 72 時間頃に一致してこれらの上昇が認められた。SP-A は

両群に差がみられなかった。検体不足のため対象の一部で調べた%.DSPC(DSPC/総燐脂質比)

はサーファクタント補充後,対照群との間に有意差がみられた。これらの測定結果から,サ

ーファクタント補充群のSP-B,C,SM陽性率,%DSPCの高値は外因性サーファクタントに由来

し,また外因性サーファクタントは内因性サーファクタントの産生分秘を阻害していない

と考えられた。 


